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再
処
理
工
場
二
年
延
期
を 

 

無
期
限
延
期
へ
！ 

 

今
こ
そ
繋
が
り
動
く
と
き 

  
 

広
瀬
剛
史
実
行
委
員
長 

  

先
ず
、
実
行
委
員
会
を
代

表
し
て
広
瀬
剛
史
さ
ん
が

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

 

六
ラ
プ
サ
ミ
ッ
ト
の
運

動
は
参
加
者
自
身
が
主
体

と
な
っ
て
議
論
し
、
自
分
た

ち
で
決
定
し
、
動
き
出
す
と

い
う
自
治
的
市
民
の
企
画

と
し
て
行
い
ま
し
た
。
四
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が

生
み
出
さ
れ
、
紆
余
曲
折
を

経
て
一
定
の
活
動
を
蓄
積

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
一
方
再
処
理
工
場
は
今

や
二
年
延
期
を
発
表
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
こ
ろ
ま
で

追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
盛

岡
集
会
か
ら
二
年
経
た
現

在
、
ど
う
す
れ
ば
再
処
理
工

場
を
止
め
る
こ
と
が
出
来

る
の
か
、
戦
略
や
政
策
を
練

り
上
げ
る
話
し
合
い
の
場

が
必
要
で
す
。
常
に
「
初
め

て
知
っ
た
」
と
い
う
人
も
い

る
の
で
あ
り
、
新
し
く
関
心

を
持
ち
始
め
た
人
達
も
迎

え
入
れ
な
が
ら
融
合
し
持

続
さ
せ
て
行
く
運
動
に
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
報
告 

『市
民
版
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ 

 

 
 

―
政
策
プ
ロ
ジ
ェク
ト
』 

『全
国
署
名
』  

『エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
を
考
え 

 
 

る
デ
ー
タ
バ
ン
ク
』 

『み
ん
な
で
出
来
る
キ
ャ
ン
ペ 

 
 

ー
ン
』 

四
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
あ
と
全
体
会
と
し

て
、
六
ヶ
所
工
場
の
「
経
済

性
」
分
析
、「
技
術
面
・
放

射
能
汚
染
」
に
つ
い
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な
さ

れ
ま
し
た
。 

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２０１１（平成２３）年      
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第
二
回
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
東
日
本
市
民
サ
ミ
ッ
ト

が
、
二
月
二
六
、
二
七
日
の
両
日
、
仙
台
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
約
一
四
〇
人
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
年
前
、
盛
岡
集
会
で
提
起
さ
れ
た
四
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
は
大
き
く
前
進
し
、
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
着
実
に
拡

大
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
『
二
年
延
期
を
無
期
延
期
へ
！
』
を
具
体
的
に
実

現
さ
せ
る
た
め
の
討
論
が
続
き
ま
し
た
。 

経
済
性
分
科
会
で

は
「
再
処
理
費
用
が
電
気
料
金
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
再

処
理
の
巨
額
の
浪
費
を
明
ら
か
に
し
よ
う
」
と
語
ら
れ
、
技
術

面
分
科
会
で
は
「
欠
陥
技
術
で
日
程
を
強
行
す
れ
ば
必
ず
や
ト

ラ
ブ
ル
に
陥
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
ぶ
ん
ぶ
ん
カ
フ
ェ
分
科
会
で

は
新
し
く
結
集
し
た
人
達
、
四
七
人
も
の
賑
や
か
な
お
し
ゃ
べ

り
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
の
全
体
会
で
は
「
廃
液
放
出
が

減
少
し
て
い
る
今
こ
そ
、
六
ヶ
所
工
場
周
辺
の
放
射
能
汚
染
マ

ッ
プ
を
使
っ
て
事
実
を
知
ら
せ
よ
う
」
等
々
、
具
体
的
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
二
〇
一
二
年
十
月
を
無
期
限
延
期
で
迎
え
よ
う
！
」
と
い

う
熱
い
思
い
の
も
と
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
う
実
り
あ
る

集
会
と
な
り
ま
し
た
。 

開会集会 

受付 



「

我
が
家
の
電
気
料
金
」
か
ら

再
処
理
の
経
費
が
・
・・
・ 

 
 
 

「経
済
性
」分
科
会 

  

実
行
委
員
の
Ａ
さ
ん
が

報
告
し
ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）

年
に
「
特
定
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
関
す
る
法

律
」
と
い
う
の
が
出
来
て
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
費

用
を
「
特
定
放
射
性
廃
棄
物

処
分
費
」
と
し
て
電
力
原
価

に
算
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
要
す
る
に
一
般
家

庭
の
電
気
料
か
ら
原
発
の

ご
み
の
処
分
や
廃
炉
の
費 

                   

用
を
負
担
さ
せ
る
法
律
が

成
立
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
Ａ
さ
ん
宅
の
本
年
十
一

月
の
電
気
代
請
求
伝
票
を

見
る
と
二
二
七
㌔
㍗
時
で

六
二
七
六
円
。
し
か
し
伝
票

の
ど
こ
を
見
て
も
「
特
定
放

射
性
廃
棄
物
処
分
費
」
が
見

当
た
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
山
田
清
彦
さ

ん
（
元
三
沢
市
議
）
は
、
経

産
省
に
問
い
合
わ
せ
て
調

べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

（
左
表
の
通
り
）
。 

 

Ａ
さ
ん
の
場
合
、
東
北
電

力
な
の
で
十
一
月
分
は
五 

                    

         

〇
円
あ
ま
り
負
担
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
山

田
さ
ん
は
、「
六
ヶ
所
再
処

工
場
の
廃
棄
費
用
ま
で
計

算
し
徴
収
し
て
い
る
。
今
後

ま
す
ま
す
増
大
し
大
き
な

負
担
に
な
る
可
能
性
が
大

き
い
。
い
つ
の
間
に
か
こ
の

よ
う
な
負
担
が
国
民
に
課

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」
と

語
り
ま
し
た
。 

 
今
後
、
再
処
理
の
経
済
的

な
問
題
点
を
、
基
本
資
料
を

そ
ろ
え
て
全
体
が
見
渡
せ

る
よ
う
な
形
で
学
習
し
公

表
す
る
必
要
が
あ
る
と
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

           

         

無
期
限
延
期
に
持
ち
込
む 

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス 

 

「技
術
面
・放
射
能
汚
染
」  

 
 

 
 
 
 

分
科
会 

  

実
行
委
員
の
Ｍ
さ
ん
が

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
小
山
英

之
さ
ん
（
美
浜
の
会
）
や
永

田
文
夫
さ
ん
（
岩
手
の
会
）

か
ら
取
材
し
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

 

溶
融
炉
の
白
金
族
沈
殿
対

策
に
「
か
き
回
し
棒
」
を
使

う
と
い
う
こ
と
な
ど
、
会
場

か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。 

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
小
山 

          

さ
ん
は
「
二
年
延
期
の
ガ
ラ

ス
溶
融
炉
の
試
験
は
、
四
月

以
降
に
化
学
試
験
が
再
開

さ
れ
る
が
、
五
、
六
月
か
ら

放
射
能
実
廃
液
試
験
に
な

る
。
根
本
的
、
原
理
的
改
良

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
の
試

験
は
、
非
常
に
見
通
し
が
暗

い
。 

再
び
ト
ラ
ブ
ル
に
陥

っ
た
場
合
、
日
本
原
燃
と
原

子
力
安
全.

保
安
院
は
責
任

を
免
れ
な
い
。
き
ち
ん
と
追

及
し
、
再
処
理
工
場
は
無
期

限
延
期
に
さ
せ
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 

口
コ
ミ
で
大
い
に
、 

 

再
処
理
の
危
険
を
伝
え
よ
う 

「ぶ
ん
ぶ
ん
カ
フ
ェ
」分
科
会 

 

四
つ
の
分
散
会
に
分
か

れ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
再
処
理
工
場
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
た
。
ミ
ツ

バ
チ
の
羽
音
（
Ｂ
ｕ
ｚ
ｚ
）

は
「
Ｂ
ｕ
ｚ
ｚ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
、す
な
わ
ち
「
口

コ
ミ
」
の
こ
と
で
す
。 

 

全
国
の
仲
間
と
共
通
項
を

見
い
だ
し
連
帯
し
よ
う 

 
 

二
日
目
全
体
会
討
論 

 

二
日
目
の
全
体
会
で
は 

各
分
科
会
の
様
子
が
報
告

さ
れ
、
如
何
に
し
た
ら
無
期

延
期
を
実
現
で
き
る
か
、
話

し
合
い
ま
し
た
。 

ま
と
め
と
し
て 

①
六
ヶ
所
工
場
の
技
術
的

問
題
の
解
決
の
見
通
し
は

な
い
。
各
段
階
の
節
目
で
私

た
ち
の
動
け
る
体
制
と
ア

ク
シ
ョ
ン
を
準
備
し
追
い

詰
め
る
。 

②
放
射
能
汚
染
の
問
題
は 

青
森
や
三
陸
の
食
を
享
受

す
る
す
べ
て
の
人
々
に
関

わ
る
問
題
で
あ
り
生
産

者
・
生
活
者
か
ら
離
れ
る
こ

と
な
く
汚
染
の
事
実
を
広

め
る
。
特
に
も
チ
ラ
シ
「
汚

染
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
、
放

出
放
射
能
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
事

実
を
広
く
伝
え
た
い
。 

③
運
動
を
積
み
上
げ
、
二
〇

一
二
年
夏
頃
に
第
三
回
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
本
格
稼

働
を
食
い
止
め
る
。 

 

第
二
回
市
民
サ
ミ
ッ
ト 

 

『
仙
台
宣
言
』
採
択 

 

 
 

 

以
上
の
討
議
を
踏
ま
え

「
仙
台
宣
言
」
が
、
サ
ミ
ッ

ト
ガ
ー
ル
ズ
の
三
人
に
よ

っ
て
力
強
く
読
み
上
げ
ら

れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

図１ 経済性分科会に関わる 
     主な統計数値 

 ◆核燃施設 

   １９８５年度予想価格 

   合計 約９６００億円 
 うち再処理 約 7000億円  

  ２０１０年度実価格 
   合計 約２兆６８３０億円 
 うち再処理 約 2兆 1930億円 

 ◆バックエンド事業コスト評価 

  合計 約１８兆８８００億円 
 うち再処理 約１１兆円  

＊総合資源エネルギー調査会 2004年 

 ◆２０１１年度原子力予算案 

   合計 ４３２９億円 
一般会計１０９２億円（文科省） 

特別会計１３４８億円（文科省） 

特別会計１８１２億円（経産省） 
     その他外務省分など 

＊「美浜の会」ホームページから  

六ヶ所工場アクティブ試験 

 今後の日程 
 

2010 年９月 10 日 

 日本原燃、保安院へ 

 稼働２年延長計画書 

 を提出 

2011 年４月頃、再度化 

学試験（低模擬廃液） 

５，６月頃から放 

射能実廃液を用い 

た試験 

2012 年 10 月竣工予定 

  ガラス固化試験合格 
 (あまり見通し、たた 
     ない) 

この頃「新型」溶融 

炉完成。 

  

図２ 各電力会社 

１ＫＷｈあたりの「バッ

クエンド負担金」 
（2009 年 山田氏確認） 

北海道電力 0.19円  
東北電力  0.18円                 

東京電力  0.3円 

中部電力  0.21円     
北陸電力  0.14円   

関西電力  0.42円 

中国電力  0.17円  
四国電力  0.46円 

九州電力  0.35円 

*Ａ氏宅の場合東北電力 
１１月分 ４９．８６円 

（0.18円×277Ｋｗｈ） 

『
再
処
理
工
場
周
辺
放
射
能
汚
染

マ
ッ
プ
』(
Ａ
４
カ
ラ
ー
版)

が
出
来
あ
が

り
ま
し
た
。
拡
大
コ
ピ
ー
す
る
と
ポ
ス
タ

ー
や
パ
ネ
ル
と
し
て
も
使
え
ま
す
。 

申
し
込
み
は
「
岩
手
の
会
・
原
田
」
へ
。 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．
Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
 

〇
一
九(

六
三
六)

三
三
六
一 

 

個
人
で
少
部
数
の
場
合
は
送
料
の
み
。 

 

団
体
な
ど
大
量
の
場
合
は 

 
 

一
部
二
円
と
送
料 

「バックエンド」とは「終

末処理」と訳され、使用済
み燃料再処理や老朽原発

解体などのことです。 


